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1．はじめに Tho 皿 pson ＆ Wallace［2000］は、北極振

動（AO ＞は全ての 季節で最も卓越した変動パター
ン であ

る事を示 した 。 Ogi　et　aL 【2003］は 、
こ の パ タ

ー
ン は 冬

から夏 へ 位相が同一の まま持続する傾向にある事を示

した 。 こ の結果は、大規模な大気場の パターンを夏まで

持続させ る気候メモ リの存在を示唆して い る。

一方、冬

季の AO の位相が正 （負）の 時、ユ ーラシア大陸上 の積

雪は少ない（多い ）事は よく知 られ て い る。さらに この 積

雪偏差は季節を越え、夏まで の 持続性がある事を Ogi

et　aL ［2003］は示 した。こ の結果は ユ
ー

ラシア大陸上 の

積雪が AO を持 続させ る気候 メモ リで ある可能 性を示

唆する。 本研究で は 、 AO の 持続性に対して ユ ー
ラシ ア

の積雪が active に働くの か 、それとも passive な応答

で あるの かを調 べ るため 、観 測 デー
タと大 気大 循環 モ

デル 双方を用い 解析を行なっ た 。

2」 一 … NCEP 　dai生y 再解析データか

ら、高度場、気温、風速、比湿、鉛直流 （全て 58 年以

降）を用 い て 熱水収支解析を行 ない 、熱源冷源 偏差の

季節進行とAO の 季節進 行の 関係を調べ た 。 北半球環

状 モ
ードを示す指標として は、Ogi　et 　al ，［2003］と同様

．に、東西平均 した 40−90N 、1000・200hPa 高度場 の 月

ごとの EOF1 （以下 、SV −NAM ）の ス コ アを indexとし

た。大気大循環モデル は AFES の T42L19 バージョン

を用 い （AFES ，
　 Shingu　et　 aL ［2003】）、control 　run

200 年分 のデー
タに対 し解析を行 なっ た。このモデル で

は 、 観測で見られる SV ・NAM パ ターン と、 それ に対応

するユ
ー

ラシ ア の 積雪変動もほ どよく再 現されて い た 。

従 っ て 、こ の モ デ ル を 用 い て ユ
ー

ラ シ ア の 積 雷 と

SV −NAM パ タ
ー

ン との 関係を調 べ る事は妥当 で あると

判 断 した 。 また 、 モ デ ル 内 で は SST 、 海氷変動 は季節

ごとの 気候値を与えて い るため、大気との 相互作用で

年 々 変動 をする地 表面 状 態 は 、主 に積雪と土壌水分

の み で ある 。 こ の モ デル を用い て 、 モ デル 内 の 積 雪の

季節進行と AO の 季節進行の 関係を調べ た 。

旦一 鎧塁 図 1 は NCEP データか ら得られた冬、春 、 夏

における SV ・NAM に 対する東西 平均 の Ql の同 時相

関図で ある。どの季節におい ても対流圏成層圏 を通し

て 中緯 度 側 で は 冷源 とな っ て い る こ とが わ か る e

SV −NAM 血 dex が 正（負）の 時、中緯度で は高度場も

気温場も正 （負）偏差を示す事か ら、この 結果は熱源冷

源偏差が SV ・NAM パ ターンを駆動して いない ことを示

す 。 これ は積雪が 多い （少 な い ）た め に大 気 が 冷 や

（熱）されるの で はなく、冷た い （暖か い ）大気に よっ て積

雪が 残る（融 ける）とい う解釈ができる。 つ まり積雪は

SV −NAM パ タ
ー

ン に対して passive な応答である事を

示 して い る 。 さらに北半球全体 の 積雪偏差 を示 す指標

を作り、Q1 との 相関を計算したが、同様に積雪偏差が

大気場に 及ぼす影響は見られなか っ た（図省略）。

大気大循環モ デル で は、大気場の 環状パターン の 持

続性 が最 も卓越 したの は 、春か ら秋 にか けてである。

本研究で は モ デル 内 の春か ら秋ま で の 環状パ ターン の

持続性 と積 雪偏 差の 年 々変動との 関連性 に つ い て 調
べ た 。 解析 は 、 4 月の ユ ー

ラシ ア大陸上 の 積雪量偏差

を規格化 し、変動が ± 1 σを越える年と± 0．5 σ 以下 の

年に分 け、4 月 の SV・NAM に対する大気場の ラグ相

関を取り、 比較した（図 2）。 その 結果 、 春の ユ ーラシ ア

の積雪変動が少ない 年の ほうが続く夏、秋へ の 持続性

が 顕 著 に現 われ て おり、積雪 は 大 規模 な大 気 変動 に

対 して 気候メモ リとして の役割は無 い ばか りか 、 持続す

る傾向を示す大気場に対 して 、負の フ ィ
ードバ ッ ク源と

しての役 割がある事を示唆してい る。
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　 　　 　 1 月 、B ：3 月 、C ：7 月 に お け る SV・NAM 　index

と東西平均 し た Q1 の 同時相関図。横軸 は 緯度、縦軸 は気

圧 を表わす。陰影 の 濃 い 部分 が Q1 の 偏差 が 負、薄 い 部分

が 正 で あ る 事 を 示 す。濃淡 の 段階は そ れ ぞ れ 有意水準

90，95，99％ を 示 す。Contour は SV・NAM 　index と 高 度 場

の 相関係数 が 0 の 線 。
つ ま り環状パ ター

ン の 節を示 す。
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図 2　 大 気 大 循 環 モ デル 内 の 4 月 SV・NAM 　index と 同 じ

年 の 各月の 東西平均 し た 500hPa 高度場 の ラ グ相関回帰

図。横軸 は 緯度、縦軸 は 月 を 表 わ す 。
Contour は 回 帰係

数 を示 し、陰影 は 濃 い 部分が低 気圧 、薄 い部分が 高気圧

で あ る 事 を 示 す 。濃 淡 の 段 階 は そ れ ぞ れ 有意 水 準

90
，
95，99 ％ を示す。A ： モ デル 内ユ

ー
ラ シ ア 大陸上 の 積雪

量変動 が 大きい 64 年分を抜 き 出 して 計算した もの
。 B ：

積雪量変動が小 さい 78年分を抜 き出 して計算した もの 。
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